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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はPeriodファミリーに属し、哺乳類の脳における主要な概日リズムのペースメーカーである視交叉上核において概日リズムパターンで発現する。このファミリーの遺伝子は、運動、代謝、行動の概日リズムの構成要素をコードしている。この遺伝子はCLOCK/ARNTLヘテロダイマーによって発現が亢進するが、その後、PER/CRYヘテロダイマーを介してCLOCK/ARNTLと相互作用し、フィードバックループによってこの発現亢進を抑制する。この遺伝子の多型は睡眠障害との関連が指摘されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2014年1月]、機能：概日リズムの生成に不可欠な概日時計機構の構成要素。機能は不明です。,PTM:リン酸化にはPER1との結合および核への移行が必要であると考えられます。,PTM:ユビキチン化されています。,類似性:1つのPAC（PAS関連C末端）ドメインを含みます。,類似性:2つのPAS（PER-ARNT-SIM）ドメインを含みます。,細胞内局在:主に細胞質内。PER1、PER2、CRY1、またはCRY2との結合により核に移行しますが、TIMELESSとは結合しません。,サブユニット:ホモ二量体。CRYタンパク質、CLOCKまたはNPAS2、BMAL1またはBMAL2、CSNK1Dおよび/またはCSNK1E、TIMELESS、およびPERタンパク質を含む概日リズムコア発振器の構成要素です。PER1、PER2、CRY1、CRY2、およびTIMELESSと直接相互作用します。 CSNK1D または CSKN1E との相互作用は PER タンパク質の核内への局在を促進します。
	研究分野
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	PER3抗体を用いた、インスリン0.01U/mlを15分間処理したJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PER3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

